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定 期 大 会
 
開 催 ！ 

【スローガン】 

新たな時代に 
新たな風を！ 

新年度の方針を満場一致で決定！ 

ＪＲ四国労組は７月８日・９日の２日間、徳島県徳島市「ＪＲホテルクレメント徳島」にお

いて、第３８回定期大会を開催した。 

大会には、代議員、特別代議員、傍聴者ら約１４０名が出席し「安全・安定・安心輸送の確

立」「組織の強化・拡大」「労働環境の改善」を柱とした２０１９年度の運動方針を満場一致で

決定した。 

主催者を代表し、中濱執行委員長は冒頭の挨拶で、「新しい『令和』の時代に入ったが、多く

の先人が創りあげた『民主的労働運動』を学ぶことが大切である。そして、組織を創りあげる

ことの難しさや壊れることの危うさを感じるとともに、歩みを止めず、時折原点を訪ね、その

使命と役割を自覚していくことは、組合員の幸せのために何を変え、何を守るべきかを判断す

る上でも大切なことである」との考えを述べた。その後、「ＪＲ四国・ジェイアール四国バスは

『安全・安定・安心輸送』を第一義に、地域の人に愛され必要とされる鉄道・バスでなければ

ならない。私たちを取り巻く環境は決して容易なものではないが、社会の変化を見据え、運動

の原点を確かめ、労働組合の使命と役割を改めて認識し、ともに新たな一歩を踏み出すため意

思統一をしよう」と訴えた。 

来賓として、連合四国ブロックより連合徳島・島事務局長、四国交運労協より井上議長、Ｊ

Ｒ連合・尾形事務局長、ＪＲ四国・半井社長、ジェイアール四国バス・吉良社長にご臨席いた

だき、連帯と激励の挨拶を受けた後、議事に入った。 

議事では、執行部から「２０１９年度運動方針（案）・予算（案）」の提案があり、代議員、

特別代議員３３名より質問を受け、大谷書記長総括答弁の後、全ての議案が満場一致で可決さ

れた。役員改選では、長きにわたりＪＲ四国労組運動をけん引してきた中濱執行委員長、松下

執行委員、池田執行委員が退任するとともに、大谷新執行委員長を選出し、新たな役員体制の

もと新年度の運動をスタートした。 

なお、定期大会終了後、第１回執行委員会を開催し、新役員の任務分担等を次ページのとお

り決定した。 
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２ ０ １ ９ 年 度 役 員 名 簿 及 び 任 務 分 担 

役 職 名 氏 名 専・非 任 務 担当支部 

執 行 委 員 長 大谷 清 専 総括 

副執行委員長 幸 大 〃 
組織（出向・関連企業）、調査、法対部長、
部会担当 

自 動 車 

〃 森安 祐貴 〃 総務、企画、財政、政策部長 香川・本社 

書 記 長 嶋田 剛好 〃 
業務、政治・共闘、事業部長、 
四交運事務局長 

徳島・高知 

執 行 委 員 武智 義治 〃 
教宣部長、青女担当（男女平等）、 
レク・サークル担当

愛 媛 

〃 中野 圭司 非 組織副部長 香 川 

〃 山本 鉄平 〃 事業副部長 愛 媛 

〃 井内 貴志 〃 業務副部長 徳 島 

〃 河野 憲司 〃 政治・共闘副部長 高 知 

〃 林 広章 〃 政策・調査副部長 本 社 

〃 上田 耕成 〃 教宣副部長 自 動 車 

〃 杉本 慶太 〃 出向・関連企業担当 香 川 

〃 島崎 隼途 〃 出向・関連企業担当 愛 媛 

〃 西口 智也 〃 出向・関連企業担当 徳 島 

〃 山本 真二 〃 出向・関連企業担当 高 知 

〃 下野 桂馬 〃 出向・関連企業担当 本 社 

〃 竹崎 教幸 〃 出向・関連企業担当 自 動 車 

特別執行委員 中村 鉄平 専 ＪＲ連合派遣 

〃 笹岡 慎平 非 青年女性会議 

〃 竹安 華穂 〃 青年女性会議 

会 計 監 査 大野 裕史 〃 

〃 三好 幸治 〃 

〃 岡本 茂 〃 

以 上 
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